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3学期始業礼拝
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聖書を学ぶ会

11/25火
感謝祭礼拝

12/18木
クリスマス礼拝

（教諭　蓮見 洋美）

初等部より

初等部米山記念礼拝堂

青山学院創立140周年記念
アドヴェント・コンサート

12/

金512/

保護者のためのクリスマス礼拝

15：00～17：30
青山学院講堂

説教　シュー土戸ポール（学院宗教部長）

12/19金
クリスマス讃美礼拝

18:30開演
初等部米山記念礼拝堂
入場無料

（宗教主任　小澤 淳一）

中等部より

12/18木
クリスマス礼拝

演奏　湯口 依子
　　（女子短期大学オルガニスト、日本福音
　　　　ルーテル市ヶ谷教会オルガニスト）

ハンドベル部の演奏。
一般参加の生徒たちは、入居者の方 と々
賛美や語らいの時をもちます。

OGブラスアンサンブル

保護者聖書の会

14:00～15:30
青山学院講堂

10:50～12:00
西大教室2015年1/28水

特別養護老人ホーム
救世軍恵泉ホーム訪問

14:30～15:302015年1/10土

（宗教主任　西田 恵一郎）

礼拝はページェント形式で行われ、聖歌
隊･聖書朗読などあらゆる奉仕が生徒に
よって進められます。

学院創立140周年を記念して、今回は
パイプオルガンと金管五重奏が奏でる
クリスマス音楽をお楽しみください。

　今年の夏、８月の下旬に中国は福建省の省
都、福州を訪問してきました。青山学院の初代
院長ロバート・マクレイ博士の最初の伝道地が
福州であったからです。福建省は台湾の対岸
にあり、福州は閩江の河口を数十キロさかの
ぼったところにありました。福州は中国、当時の
清がアヘン戦争の後に開港した五つの都市
のひとつで、外国貿易とともにキリスト教の伝
道が許された土地でもありました。
　閩江の南岸が船着き場であり、その後背地
が外国人居留地となっていて、その丘の上に
目指す「天安堂」（教会）がありました。これは
メソジスト監督教会が献堂した二番目の教会
堂で、過去に二度建て替えられ、現在は三代
目の教会堂が立っています。この教会がメソ
ジスト監督教会の中国伝道の拠点となって、
中国各地に伝道がなされました。中国だけで
なく、福建省から東南アジアに渡った華僑たち
が、各地に教会を建てたとも聞きました。
　中国でもメソジスト監督教会は、教会を建て
学校も建てました。かつての外国人居留地に
は教会とともに、教会ゆかりの学校も存続して
いました。ただし、学校の方はある時期から教
会の手を離れ、公立学校となり、かつての礼拝
堂は体育館として使用されていました。そのキ
リスト教学校からは、近代中国を代表する知
識人が何人も輩出したことも知りました。
　マクレイ博士たちの労苦は並大抵ではなく、
中国語を学ぶこと、中国の風俗習慣を知るこ

と、さらに故郷のペンシルヴェニアとはまったく
異なった暑い湿気の多い気候にも悩まされま
した。事実、初期の宣教師のなかには、かなり
の割合で病気に倒れた人がいたようです。そ
のような中で、一人の信徒を得るのに八年ほ
どかかったといいますから、彼らの忍耐も只な
らぬものがありました。
　しかし、マクレイ博士には伝道への確信が
ありました。中国の人々にはキリストの福音が
必要であるとの揺るがぬ想いがありました。た
とえば、女子教育。中国の人々は男系の血統
を重視するあまり、女子の誕生は歓迎されず、
しばしば嬰児殺しや捨て子もあり、ましてや教
育の対象とは考えられていませんでした。それ
に上流の家庭の纏足の習慣。女子の足を不
自然に拘束し、正常に歩けなくする習慣があっ
たのです。
　マクレイ博士は女子の人権、社会の文明化
にはキリスト教が不可欠と考えていました。で
は、人権思想がいきわたり、文明化したように見
える現代ではどうか。確かに、キリスト教の課題
は見えにくくなっています。福音の光に照らし
て、人と世界の現状をただしく見据えること、神
の御旨を尋ね求めること。マクレイ博士の精神
を今日に生かすことが、キリスト教信仰に立つ
青山学院の使命であるといえるでしょう。

編集後記

Wesley Hall News 116th edition   November 25, 2014

Wesley Hall News　第116号
2014年11月25日発行

発行 青山学院宗教センター　学院宗教部長 シュー土戸 ポール
東京都渋谷区渋谷4-4-25
TEL.03-3409-6537（ダイヤルイン）　

ウェスレー・ホール・ニュース編集委員会

〈URL〉http://www.aoyamagakuin.jp/rcenter/index.html
〈E-mail〉agcac@aoyamagakuin.jp
編集

株式会社 万全社印刷

　今年もオーナメントが飾られ、町がイルミネーションで輝く季節となりました。いよ
いよクリスマスです。今回は神様、イエス様への感謝、喜び、そして賛美に満ち溢
れた記事が寄せられています。神の子であるのに、十字架によって私たちの罪を
赦すために人間として生まれてくださったイエス様。神様が私たちに与えて下
さった最高のプレゼントです。感謝を以てご降誕の愛を受け取ることが、私たちか
ら神様への最高のプレゼントになります。

大学文学部比較芸術学科教授・大学聖歌隊指揮者

大学聖歌隊英国演奏・
研修旅行報告

那須 輝彦

音楽の豊かな実り

　大学聖歌隊は、学内外各方面から多大な援助を
頂き、「学院創立140周年記念行事」の一環として、
本年３月前半に英国演奏旅行を実現した。紀行とし
ての報告はすでに髙砂宗教主任が『青山学報』248
号に十全に綴られているので、ここでは指揮者の立
場から音楽上の具体的な成果を記し、応援して下
さった方々への御礼も兼ねてご報告としたい。
　渡英の話がもちあがった時、これを音楽的に意義
あるものにする方法を思案した。英国発祥のメソディ
スト教会の流れを汲む本学の聖歌隊にとって、英国
の教会音楽は主要レパートリーではあった。しかしオ
クスフォード・ケンブリッジと言えば、世界最高水準の
聖歌隊が群居する教会音楽の「殿堂」。その本場
で、東洋の学生が英語の教会音楽を歌って誰が耳
を傾けるか──。日本固有の教会音楽を紹介すると
いう方法もあろうが、本学の日々 の礼拝は、讃美歌か
らオルガン奏楽にいたるまで西洋音楽が現実である
から、にわかに例えば邦楽風の教会音楽を取りあげ
るのも不自然であった。筆者は、本学聖歌隊および所
属する聖公会の聖歌隊の指揮を通じて、西洋の教
会音楽遺産を日本語に直して日々の礼拝に活かす
活動を続けてきた。そこで英国公演では、ほぼすべ
ての作品をその日本語版で歌うことにした。すなわ
ち、西洋の古典的音楽遺産が東洋に移植され、どの
ように（借り物ではない形で）教会の礼拝に再生され

ているかを知ってもらう機会にしようと考えたのであ
る。したがってプログラムには、単なる名曲だけではな
く、アングリカン・チャント（四声体による詩編朗唱。『讃
美歌』収載の「讃詠」）のような、ある意味では単調な
典礼音楽も含めた。プログラムは以下の通りである。
　①16～19世紀英国教会音楽選／O.ギボンズ《手
を打ち鳴らせ》、T.ウィールクス《シメオンの賛歌》、H.
パーセル《わが祈りを聞きたまえ》、C.スタンフォード
《おのが道を直くする者は幸いなり》。②「灰の水曜
日」にちなんで／S.S.ウェスレー《洗い清めたまえ》、G.
アレグリ《ミゼレレ》。③アングリカン・チャントによる詩編
唱／詩編第22編。④オクスブリッジにちなんで／G.
フェントン《聖霊よ、くだりて》（C.S.ルイスを扱った映画
『永遠の愛に生きて』のテーマ）、T.ウィルキンスン《わ
が祈りを聞きたまえ》。⑤ジョン・ラッターの音楽／《主
があなたを祝福し》《ピエ・イェズ》。⑥フィナーレとアン
コール／ヘンデル《栄光は父と子と聖霊に》、H.グッ
ドール《主は私の牧者》。
　したがって英国の聴衆には、馴染みの作品をまっ
たく未知の言語音声で聴くという体験をして頂くこと
になった。名誉学位を受けるため本学を訪れて聖歌
隊渡英のきっかけを作って下さったアダム・ロバーツ
卿は、オクスフォード大学エクセター・カレッジでの演奏
会にお見えになり、「高み height」と「深み depth」と
いう、宗教音楽に対しては最高の言葉で我々の演奏

THE SERENITY PRAYER ニーバーの祈り

神よ、 
変えることのできるものについて、
それを変えるだけの勇気を我らに与えたまえ。
変えることのできないものについては、
それを受けいれるだけの冷静さを与えたまえ。
そして、
変えることのできるものと、変えることのできないものとを、
識別する知恵を与えたまえ。

ラインホールド・ニーバー（大木英夫 訳）

O God, give us
serenity to accept what cannot be changed,
courage to change what should be changed,
and wisdom to distinguish 
the one from the other.

Reinhold Niebuhr

（高等部教諭　井川 比奈子）

を形容して下さった。同大学ウスター・カレッジで我々
を迎えて下さったチャプレンのジョナサン・アーノルド博
士は、「驚くほど情熱的でありながら統率がとれてい
た　incredible passion mixed with discipline」と
聴衆に向かってスピーチされた。演奏会に先立つ唱
詠晩祷で、博士はあまりにも完璧な先唱を披露し、隊
員たちで思わず顔を見合わせたが、聞けば世界最
高峰のアカペラ・アンサンブル「タリス・スコラーズ」の
一員として来日した経歴の持ち主。確かな音楽の耳
を持つ博士の的確な賛辞は心に響いた。ケンブリッジ
大学シドニー・サセックス・カレッジで我 を々迎えて下
さった聖歌隊指揮者のデイヴィッド・スキナー博士も、
気鋭の英国ルネサンス音楽史研究者であると同時
に、声楽アンサンブルを主催しメジャー・レーベルから
CDを出しておいでの音楽家である。博士もやはり
我々の「情熱的な」ギボンズを讃えつつ、とくに我々が
朗唱したアングリカン・チャントから「学ぶところが多
かった」とコメントして下さった。オルガニストの飯先生
に大車輪の活躍をして頂いてオルガン・ストップを頻
繁に変え、ハーモニー、ユニゾン、デスカントと趣向を
凝らして唱えた詩編第22編（イエスの磔刑を予示）
は、日本語であったにもかかわらず何か伝わるものが
あったと思しい。アングリカン・チャントがかえって日々 の
ルーティンとなっている英国人にとって新鮮な刺激に
なったとすれば、日本で礼拝音楽に携わる者としてこ
れ以上の喜びはない。
　もちろん学生たちに「本場」で「本物」を体験させ
ることも渡英の大きな目的であった。そもそも時期を３
月初旬と定めたのも、こちらが休暇中、先方が学期中
で聖歌隊が活動中であること、そしてとりわけ５日が
「灰の水曜日」で、ケンブリッジ大学キングズ・カレッジ
礼拝堂で名高いアレグリの《ミゼレレ》（ボーイ・ソプラ
ノ・ソロが c’’’の高音を歌う）の奉唱が聴けると予想し
たからであった。その後、同曲が奉唱されるのは８日
で、５日の晩の礼拝堂では、ジョン・エリオット・ガーディ

ナーの指揮でモンテヴェルディの《聖母マリアの晩
課》の演奏会が催されることを知った。古楽器による
バロック音楽演奏の草分けである巨匠ガーディナー
が50年前にデビューした同じ日に同じ礼拝堂で同じ
プログラムを演奏するという、まさに半世紀に一度の
イヴェントであった。この千載一遇の機会を逃すわけ
にはゆかぬと手を尽くした結果、我々一行のチケット
が確保でき、学生たちをその歴史的瞬間に立ち会わ
せることができた。さらに学生たちはオクスフォード大
聖堂での聖餐式やウェストミンスター・アベイでの晩祷
に与ったほか、イーリィ大聖堂では、その見事な残響
で名高い壮麗な聖母礼拝堂で自分たちが歌うという
体験もした。
　文化交流という点では、宿泊した嘉悦ケンブリッジ
教育文化センターで開催された「ジャパン・デイ」で、
滝廉太郎の《花》や《ふるさと》などをケンブリッジゆ
かりの音楽家の編曲で披露した。練習不足で冷や
汗をかいたが、暖かい拍手を頂戴し、何人かは「CD
（渡英前後に録音済）が出たらぜひ送ってほしい」と
メール・アドレスを託して下さった。
　行程の最後は筆者の母校ケンブリッジ大学セント・
キャサリンズ・カレッジでの同校聖歌隊との合同礼拝
であった。本学聖歌隊が奉唱したウィルキンスンのア
ンセム（1600年頃）は、じつは筆者が留学して最初に
現代譜化の校訂を指示された課題であった。礼拝
堂のピアノを使って楽譜を仕上げた曲を、四半世紀
を経て、その同じ場所で、手塩にかけた学生たちの
歌で、今は礼拝堂東端の床下で（もちろん魂は天上
で）安らいでおいでの恩師にお聴かせし、学恩に報
いることとなった。教会音楽の研究と実践に志を立て
た一留学生の抱負がこのような形でひとつの実りをも
たらしたことについて、改めて各方面の方々の多大
なる援助に篤く御礼申し上げると同時に、「見えざる
手」への畏敬と感謝の念を深くする次第である。

　今年５月、米国テキサス州ワイリー・カレッジ（Wiley 
College)のゴスペル・クワイア（聖歌隊)が青山学院を
訪れました。この数年、様 な々形で青山学院ではゴス
ペル・ミュージックを体験してきました。特に大学ゴスペ
ル・クワイアは設立から４年目、初めて１年生から４年
生が揃った、いわば完成年度を迎えることとなりまし
た。この記念すべき年に海外から著名なゴスペル・ク
ワイアを招くことができたのは、青山学院にとって大変
喜ばしいことです。
　ワイリー・カレッジのゴスペル・クワイアは、ホワイトハ
ウスで歌ったり、著名な歌手と協演するなど、米国で
は高く評価されているクワイアです。今回は初めての
海外演奏旅行でした。ゴスペルクワイアは、５月24日
から広島で開かれたIAMSCU（メソジスト関係学校
国際同盟）国際大会に参加し、カンファレンス聖歌隊
として奉唱するために、日本に招かれました。ワイリー･
カレッジは、青山学院と同じようにIAMSCUの加盟校
です。広島でも素晴らしい歌声を響かせ、カンファレン
ス参加者を魅了しました。その後、5月29日から31日ま
で、青山学院に来校し、素晴らしいゴスペル・ミュー
ジックを通して青山学院の園児・児童・生徒・学生と交
流を持ちました。

　30日の朝には、初等部の礼拝で奉唱をしました。児
童は皆、ワクワクした表情で一生懸命に耳を傾け、礼
拝後のその表情は幸福感で輝いているようでした。
また児童が声を合わせて讃美歌を歌った時には、ワ
イリー・カレッジの学生も子どもたちの純粋さとパワー
に感銘を受け、涙する人もいました。その後、ガウ
チャー記念礼拝堂の前で幼稚園の子どもたちと交
流の機会を持ちました。ここでもお互いに歌を分かち
合い、言語を超えるコミュニケーションをとることができ
ました。
　そして夕方、ワイリー・カレッジのクワイアによるゴス
ペルコンサートが、ガウチャー記念礼拝堂で開催され
ました。本学の大学ゴスペル・クワイアが協力し、礼拝
堂はほぼ満席となりました。大学ゴスペル・クワイアは
プログラム中に２曲を歌いました。客席のワイリー・カ
レッジ学生が聴きながら盛り上がるなど、会場は熱気
に包まれました。日本ではもちろん、海外に行ってもな
かなか聴くことのできない素晴らしいブラック・ゴスペ
ルの演奏会でした。歌い方、声の迫力、盛り上がり方
など、すべて感動的でした。
　大学ゴスペル・クワイアの隊員である文学部英米
文学科の出口麻耶さんは、「ワイリー・カレッジの皆さ

んの歌を聴いた時の感覚は、『ハーモニーに包まれ
る』という言葉がぴったりでした。彼らの歌声は豊潤
で奥行きがあり、歌そのものも表情豊かで、まるで寄
せては返す波のように思えました。美しく静かな曲も、
リズミカルでパワフルな曲も、それぞれ表情が違い、そ
れらの異なる表情を生み出す彼らの表現力に圧倒
されました。あの時感じた衝撃と感動は、同じ大学生
でゴスペルを歌っている身としては、とてもいい刺激に
なりました」と思いを語りました。
　また、経営学部経営学科の岡野太星さんは、「初
めて直に本場のクワイアによるゴスペルを聴いて、歌
は上手く、迫力があって、何より聴いているこっちが明
るくなるほど楽しそうで、感動しました ！ 彼らと交流で
きたことは…貴重な経験です」と述べました。また文
学部の相原由奈さんは、「コンサートの際、ワイリー・カ
レッジの皆さんと向き合う形で歌いました。一緒にコン
サートを盛り上げてくれたり、涙を流しながら聴いてく

れたりしている姿が目に入り、私まで涙が溢れそうに
なりました。ゴスペルは歌っている私達自身が喜びを
感じるだけでなく、その場に居合わせた人 と々喜びを
分かち合えるものでもあると感じました。」と感想を述
べました。
　ゴスペル・ミュージックを通して、幼稚園と初等部の
子どもとコンサートに出席した皆様が、神からの恵み
を受け、国際的な交わりを深めることができたことを
感謝します。

ゴスペル・ミュージックを通しての国際交流
学院宗教部長シュー土戸　ポール
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The Salt  of the Earth, The Light  of the World

梅津 順一
青山学院院長

青山学院院長に就任して
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高等部より

女子短大より

大学より

本部より

12/19金　

説教　奥田 知志 （NPO法人 抱樸 （旧
北九州ホームレス支援機構）理事長）

共演　東京21合唱団

クリスマス礼拝

ホワイトキャンプ（高等部伝道キャンプ）

（宗教主任　相良 昌彦）

12/20土
オルガン部、聖歌隊、ハンドベル部の演奏。

クリスマス合同コンサート

高等部PS講堂

高等部PS講堂

説教　陣内 大蔵（東美教会牧師）

13：10～14：30
ガウチャー記念礼拝堂

クリスマス礼拝

（女子短大宗教活動センター）

12/17水

6火

11/28金

学院創立140周年記念
クリスマス・ツリー点火祭
～降誕を待ち望む礼拝

（宗教センター事務室　平野 修一）

相模原キャンパス16：40～
青山キャンパス　17：50～

11/26水　
学院創立140周年記念
Ａｒｔ クリスマス Ａｏｙａｍａ

短大
ギャラリー他

教職員新年礼拝

クリスマス礼拝

12/16火 18:30～19:30
青山キャンパス
ガウチャー記念礼拝堂

説教　平野 克己（日本基督教団代田教会牧師）

14:30～
青山キャンパス
ガウチャー記念礼拝堂

14:00～
ガウチャー記念礼拝堂

オルガニスト養成講座
受講生発表会 15:00～

相模原キャンパス
ウェスレー・チャペル

講座受講の学生によるパイプオルガン演奏発表会です。

12/18木 18:30～19:30
相模原キャンパス
ウェスレー・チャペル

説教　Kist 岡崎 さゆ里（日本基督教団宣教師）
大学生を対象としていますが、どなたでも参加
できます。

クリスチャン家庭に滞在し、現地校で英
語研修、日曜日には礼拝出席とキリスト教
や異文化の体験をします。また、地元の小
中高生とも触れ合いの時があります。

12/10水

2/28土2015年2/6金

2015年1/4日

2015年1/10土

2015年1/17土
2015年1/24

オーストラリア・
クリスチャンファミリー・
ホームステイ・プログラム

（宗教センター事務室　平野 修一）

CHRISTIAN ACTIVITIES
CENTER NEWS
宗教センターだより

18：15～19：30
ガウチャー記念礼拝堂

聖歌隊、ハンドベル・クワイア
クリスマス・チャリティー・
チャペルコンサート

12/19金

全学院の礼拝として行います。

クリスマスをテーマとした絵画展。
どなたでもご自由においでください。

土
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大学宗教部長
伊藤　悟

マタイによる福音書　第２章１～１1節星の光よ、われらを導け
権力と権威
　「権力」と「権威」、この二つの言葉は似ていま
すが、その意味するところはまったく異なります。
「権力」とは上から押し付ける力のことです。権力
者は地位や政治力やときには武力や暴力を使っ
て、ときには超法規的に、ときには合法的な仕方で
他者を支配下に置こうとします。それに対して
「権威」とは、下から認められる力のことです。そ
の勇ましさゆえに、その優美さゆえに、その秀でた
人格ゆえに人々から称賛され、何ら強制力を行
使しているわけではないのに人々が慕って止ま
ず、ときには人々がそのために命までも投げ出す
覚悟を持つのが権威です。
　クリスマス・ストーリーには「星」を欠かすことが
できません。しかし星に導かれて歩むのと、自分が
星になろうというのとでは大きな違いがあります。
権力者は自分が星になろうとしますが、権威者に
は星の光がその上に止まり、止まった星はその権
威者を文字通り「スター」として照らし出します。

　権力者は自分の地位保全が最重要課題です
から、自分の地位が危うくなると、しばしば手段を
問わずに自らの地位を確立させようとします。権
力の亡者であったヘロデ王は、自分の国の内部
で起こった出来事でありながらも、外国からの学
者たちによって新しい王が生まれたと指摘され
て異常なほどの恐怖を覚えました。しかも、すべ
てを掌握して支配下に置いておきたい彼にとっ
て、自分の知らないことを外国の学者たちが知っ
ていたことは脅威でした。

ヘロデの謀略
　ヘロデはすぐさま、あらゆる手を使ってこの事
実関係の調査を行うように命じます。国の有力
者・専門家を次 と々呼び集めて調べさせます。ユ
ダヤの王になる者が本当に生まれたかどうか、も
しそうだとしたら、その場所を特定せよ、と。場所
さえ特定できれば、対応策を考えることができま
す。派遣する軍隊の規模も計算できます。集めら

れた祭司長や律法学者は預言者ミカの言葉を
ヘロデに告げました。「ベツレヘムから指導者が
現れる」と。するとヘロデは外国からの学者たち
をもう一度呼び寄せて、彼らが根拠にした星に
ついてさらに詳しく問い詰め、生まれたばかりの
王と星の因果関係を聞き出そうとします。
　彼らは偉大な指導者が誕生するとき、新しい
星が現れると信じていました。彼らは、星の異変
に気づいたからこそユダヤの地までやってきた
のです。それは地上にとっての異変、私たちの日
常生活にとっての異変、そこからすべてが変
わっていくという大きな出来事でした。彼らは星の
兆候を見て、確かに「権威ある出来事」が起こっ
たことに気づいたのでした。
　権力者ヘロデは、「行って、その子のことを詳
しく調べ、見つかったら知らせてくれ。私も行って
拝もう」とうそぶきます。拝むわけがないのです。
ヘロデは拝むどころか、この新しい指導者の殺
害を企てたいのです。ヘロデはすぐさまベツレヘ

ムとその周辺一帯にいた二歳以下の男の子を一
人残らず惨殺していきました。「新しい王」はエジ
プトに逃げて難を避けることができました。

権威ある嬰児の誕生
　こうした権力や暴力とは裏腹に、クリスマスに
ベツレヘムで生まれたのは、大いに権威あるお方
でした。東方で見た星が占星術の学者たちを導
き、この権威あるお方の上で止まりました。「学者
たちはその星を見て喜びにあふれた」と聖書は
記しています。彼らは権力者ヘロデに出会っても、
何の喜びも感じませんでした。しかし、生まれたば
かりの嬰児に出会ったとき、星の導きに確証を得、
その権威の前に喜び溢れて、思わずひざまずき、
幼子に贈り物を献上し、最初のクリスマス礼拝を
捧げたのでした。
　現代の私たちは、本当に大切な光に気が付い
ているでしょうか。あまりにたくさんの光、しかもイミ
テートされたイルミネーションに振り回されて、その

Special Issue : Christmas, God invite me
待ちに待ったクリスマスがやってきます。
神様はこの日 イエス様をつかわして、私たちみなを導いてくださいます。
クリスマスに寄せる思いを、 各部のみなさんに語っていただきました。特集  神様に招かれるクリスマス
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　クリスマスの時期は
誰もが自然と、たとえ理
由が定かでなくとも、心
がはずんでしまう季節
ではないでしょうか。ク
リスマスは全ての人に
喜びを湧かせます。そ
れはイエス様の降誕を
お祝いしない人、できない人にとっても同じです。
　親の仕事の都合でパリに住んでいた私は、インタ
ーナショナルスクールに通っており、仲の良い友達の
中にイスラエル人の女の子がいました。そんな彼女
がある年のアドベントの少し前、「私はツリーを飾っ
たりすることは出来ないけれど、代わりに香彩の家
でこれを付けてみてほしい！」と言って、ガラスででき
た天使のオーナメントをプレゼントしてくれたことが
あります。きらきらしたものが大好きな、彼女らしいプ
レゼントでした。なぜ彼女がツリーを飾らないかと言
うと、それは彼女の信仰がユダヤ教だからです。も
とは同じ神様を信じる宗教ですが、ユダヤ教におけ
る救世主はイエス様ではありません。そのため、私
達にとっての救世主であるイエス様のお生まれを祝
うことはしないのです。しかし、確かに彼女はクリス
マスを祝いませんが、この時期が近づいてくるにつ
れ、飾りや光で輝きはじめる街は大好きだと言って
いました。クリスマスの嬉しい気持ちは、誰とでも共
有できるのです。
　クリスチャン人口は世界の約30%、日本では1%
未満だと言われていますが、クリスマスは毎年こん
なにも盛大に世界中で祝われ、12月の街は赤と緑
と、たくさんの光であふれかえります。これはきっと、
宗教が違っても、無宗教であっても、この大きな日に
皆何かしらの想いがあるからではないでしょうか。
祝福する気持ち、喜び、歓び、憧れ、人それぞれだ
と思います。
　イエス様は星の明るい夜にお生まれになり、その
喜びは2000年経った現代の私達まで満たします。
クリスマスを迎えるにあたり、多くの人が感謝してい
られますように。そして降誕の喜びを、より多くの人と
分け合えますように。様々な人にとって待ち遠しいク
リスマス。今年もこの素晴らしい日が、どんな人にも
素晴らしいものとなるようお祈りしています。

幼稚園教諭
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ス
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　幼稚園では、子
どもたちと保護者
の方々、そして保
育者、職員でともに
クリスマス礼拝を
守り、イエス様のご
降誕を感謝し祝う
ときをもちます。礼
拝に至るまで、子どもたちはクリスマスストーリーを
聞き、イエス様のお誕生の喜びを心に積み重ね
ていく日々 を過ごします。アドヴェント礼拝、献金、
アドヴェントカレンダーの制作、家族へのプレゼント
作り、学院でお世話になっている方々への感謝の
プレゼント作り、そして、クリスマスの保育環境など
を通して、クリスマスの喜びが深められるようにし
ていきます。
　幼稚園に入園して初めてクリスマスの意味が
わかったというご家庭もあります。クリスマスが単
なるイベントではなく、心に、そしてこれからの人生
に希望をもたらす出来事であることを、幼子の心
にも感じて欲しいと思っています。幼児にとって、
希望とは変わらず共にいて下さるイエス様ご自身
です。子どもたちはクリスマス礼拝のとき、ページ
ェント、いわゆる降誕劇を通して、クリスマスの出
来事を、賛美を交えて再現していきます。宿屋が
一杯で馬小屋にしか泊めてもらえなかったヨセフ
とマリア、飼い葉桶に寝かされた赤ちゃんイエス
様、救い主のお生まれであるにもかかわらず、な
んというこの世の冷たさと罪深さなのでしょうか。
しかし、子どもたちが演じる降誕劇は穏やかな平
和と喜びに満たされているのです。
　子どもたちから引き出されたセリフの言葉、天
使たちの賛美の様子、御子イエス様への礼拝を
するための羊飼いたちの力強い足取り、はるばる
イエス様を拝みにきた異邦人の学者たち、住民
登録が実施されることから始まってすべてが時に
かなって起こった出来事であることなど、一つ一
つに子どもたちのこころが込められていきます。献
金を通して、与えることは犠牲が伴うことだと経験
します。幼稚園で経験したクリスマスが、一貫教
育の中で、子どもたちの心の内に希望の灯火とな
っていっそう明るくなっていくことを願っています。

初等部2年
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　ぼくはきょ年のペー
ジェントで子どものやく
になりました。子どもの
やくとは、お生まれにな
ったイエスさまにおくり
ものをとどける大切な
やくなので、本番をとて
も楽しみにしていまし
た。当日は、思っていたよりもたくさんの人がいたのできん
ちょうしましたが、せいかたいのきれいな歌を聞くうちに、
気もちがおちついてきました。イエスさまに、「おたんじょう
びおめでとうございます。」と心の中で思いながらわたす
ことができました。今年のクリスマスも、イエスさまのおた
ん生をおいわいしたいと思います。

初等部3年
北山　春菜あ

こ
が
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　わたしは3年生の4月
から聖歌隊に入ってい
ます。歌うのが大すきな
ので、とても楽しいで
す。しょとう部にはたくさ
んのクラブがあります

が、その中からなぜ聖歌隊を選んだのかというと、1年生
の時に見た、クリスマスさんび礼はいの青学こうどうで
歌うすがたにあこがれていたからです。くらいホールに
聖歌隊の人たちが、ろうそくを持って左右から入場して
きた時は、とてもふしぎでゆめのような感じがしました。礼
はいの間も、ろうそくを持って歌うすがたがうつくしく、き
れいな歌声とハーモニーがとてもすてきで、わたしはな
んだかあたたかい気持ちになったのをおぼえています。
　今年のクリスマスさんび礼はいでは、わたしも聖歌隊
として歌います。ろうそくを持って歌うのは少しきんちょう
しますが、上手に歌えるように一生けんめい練習します。
そして、聖歌隊のみんなと心をひとつに、神さまのために
歌いたいと思います。

女子短期大学 子ども学科3年

田中　ひかり

Thank you for C
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　クリスマスといえ
ば、イルミネーション
やクリスマスケーキ
など、様々なものを思
い浮かべることがで
きます。その中に、
「記念日」や「プレゼ
ント」を想像される方
もいると思います。しかしクリスマスとは、イエス・キ
リストの誕生を記念する日であり、私にとっても、こ
のクリスマスはとても大切な記念日であり誕生日な
のです。
　私の親はクリスチャンではありませんが、私は
教会付属の幼稚園に入り、そこで神様と出会い、
信じ、その道を歩むクリスチャンとなりました。その
洗礼式を挙げたのがクリスマスだったのです。　
　私は、幼い頃から教会や聖書に親しみ、１２月
には降誕節の話を聞いたり、劇をしたり、家でおい
しい料理を家族と囲んで、クリスマスプレゼントを
楽しみにして、「クリスマス」を「楽しい日」として祝
っていました。しかし成長して聖書を開いていくう
ちに、クリスマスの本当の意味を考えるようになり
ました。そして、イエス・キリストが生まれたのは、た
だ人に愛されすくすく育つためでなく、生まれたそ
の日から、私たちを救うため、十字架にかかる死
へと向かうこと、つまり、「死ぬために生まれた」の
だということに気づきました。それは決して私たち
を追いつめるためではなくむしろ、天の神様が私
たちに「救いの希望」という名の「クリスマスプレ
ゼント」であるイエス・キリストを与えてくださったの
だということを、聖書から教えられました。私は、こ
のプレゼントを受けとり、クリスマスの日から新たに
「クリスチャン」として生まれ変わり、新しい人生を
歩み始めました。
　プレゼントをもらったり、何かのお祝いで「おめで
とう」と祝福されたりしたとき、どう答えますか？きっ
と誰もが「ありがとう」と言うでしょう。だからこそ私
は、クリスマスになると、「メリー・クリスマス!!!」と言う
だけでなく、神様がイエス・キリストという最高のプ
レゼントを与えてくださったこと、新しく生まれ変わら
せてくださったことを思い出し、「クリスマスありがと
う」という、この気持ちを大切にしています。

大学 教育人間科学部４年

田村 恵実目
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　私は、プレゼント
をもらうだけではな
くて、すてきなプレゼ
ントを贈ることのでき
る人になりたいと思
っています。そう思
えるようになったきっ
かけは、教育実習
でした。
　教育実習は困難の連続でしたが、そんな私を
励ましてくれたのは、子どもたちでした。私は子ども
たちから、まぶしい笑顔と優しくて元気の出る言
葉、という贈り物を毎日得ることができました。「で
も、贈り物をもらうばかりで、私に何かできることはな
いの？」そう感じてから、私は目に見えない贈り物を
したいと強く思うようになりました。何よりも子どもた
ち一人ひとりに愛情を注ごう、と心に留めて教育実
習を行いました。私の教育実習は、目に見えないプ
レゼント交換の日々 であったように思えます。
　私は大学で聖歌隊に所属しています。歌は目
には見えませんが、聴く人の心に届きます。私た
ちは演奏会に来てくださった方を演奏会後お見
送りします。その時、涙を流して「よかったよ ！ 」と
言ってくださる方も大勢います。その方々を見る
と、「私たちは、歌の贈り物をすることができたし、
お客さんからもいただくことができたのだ」と嬉し
くなります。
　クリスマスに、神様は私たちにイエス様という
贈り物をしてくださいました。イエス様は今も生き
ておられ、聖書を通して私たちに語りかけてくだ
さいます。神様の愛を受け、私は毎日希望を持っ
て生きています。しかし様々な経験を通し、それだ
けで良いのかと考えるようになりました。愛するイ
エス様を送ってくださった神様に、私はどんなこと
ができるのか。小さいことしかできないかもしれま
せん。でも、どんなに小さいプレゼントでも、神様は
喜んでくださいます。
　私は、クリスマスという神様からの大きな愛を
多くの人に伝えたいと思います。私のできることか
ら始め、祈りを通して神様と目に見えないプレゼン
ト交換をしていきたいです。喜んで与える人にな
る。この思いを胸に、クリスマスを迎えたいです。

美しさに翻弄され、何をイルミネートしているのか
がわからなくなってはいないでしょうか。その昔も、
空に一つしか星がなかったわけではありません。
しかし学者たちは、あの星は違う、あの星は何か
を暗示している、とあの時の星の光をしっかりと読
み取ったのでした。
　私たちはどういう星を見出すのでしょう。どうい
う星を見つめ続けるのでしょう。殺伐とした権力だ
けを追い求めるような今日、私たちは権威ある者
を示す星をどこで見出すとよいのでしょうか。そこ
から何を読み取るのでしょうか。
　イエス・キリストの誕生は、権力を求め、星にな
りたいと思っている者にとっては脅威です。しかし
時代を見極め、謙虚にしかし積極的に世界の救
い主を求める者にとっては、希望と喜びと解放を
指し示すものです。誕生したこの嬰児こそが驚く
べき指導者、力ある神、永遠の父、平和の君、真
の権威者であると告げ知らせるのがクリスマス
です。

　クリスマスが近づく
と、なぜかワクワクし
て楽しい気分になっ
てきます。街にはクリ
スマスディスプレーが
並び、街路樹にはうっ
とりするようなイルミネ
ーションが輝きだしま
す。この頃になると、我が家にも私の背より大きい
クリスマスツリーが登場します。毎年母と、ああでも
ないこうでもないと飾り付けを考えたり、クリスマス
ケーキやプレゼントを選ぶのも本当に楽しいひと時
です。
　また、クリスマス礼拝やページェントも大切な行
事として幼い頃からずっと守ってきました。厳かで
特別な雰囲気のクリスマスも私は大好きです。
　中等部生最後のクリスマスを迎えて、私の中で
少しずつですが、クリスマスに対する考え方に変
化が表れてきています。
　日本、そして世界中で様々なことが起こってい
る昨今、毎年変わりなく大切な人たちと過ごし、
お祝いできるのは当たり前ではなく、神様からの
大きなプレゼントなのだと感じます。クリスマスの
日に神様は、救い主イエス様をこの世に贈って下
さいました。そして、私たちにいつでも光を照らし
てくださいます。その光は、温かさや希望、そして
くじけそうになった時にも、大きな力を与えてくれ
ます。
　私は、このクリスマスの日に自分がプレゼントを
貰うだけではなく、イエス様にも何かプレゼントがし
たいと思うようになりました。
　「はっきり言っておく。わたしの兄弟であるこの最
も小さい者の一人にしたのは、わたしにしてくれたこ
となのである。」（マタイによる福音書 25章40節）と
いう聖句があります。誰かに優しくしたり、助けたり
することは、イエス様にしていることと同じなのです。
人を思いやり、行動することが今の私にできるイエ
ス様へのプレゼントなのかなと思います。
　幸せに過ごせることに心から感謝し、今年の
クリスマスはイエス様に一つでも多くのプレゼン
トを渡せるように、日々を過ごしていきたいと思い
ます。


